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(57)【要約】
【課題】　　透明シートの固定は基より太陽光線の透過
用透明シートからの結露水を回収でき、併せて換気用シ
ートに亀裂が生じて雨水が漏れてもこれを回収して防虫
用ネットからハウス内に落下するのを防止ことも出来る
。
【解決手段】　　開口部幅狭の第一の蟻溝フレーム１２
と、上記第一の蟻溝フレーム１２の斜め下方に連設した
開口部幅狭の第二の蟻溝フレーム１３と、上記第一の蟻
溝フレーム１２の水平な底部１２ａの背面又は背面近傍
に上記第二の蟻溝フレーム１３とは逆方向に延びる樋フ
レーム１２ｃと、上記第一、第二の蟻溝フレーム１２、
１３の一方または両方に嵌合する弾性な係止線条１４と
で構成されているシートの定着装置において、
　上記第一の蟻溝フレーム１２の側壁１２ｂと上記第二
の蟻溝フレーム１３の側壁１３ｂとの間に長手方向に沿
って結露回収用の溝Ｐを形成している。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部幅狭の第一の蟻溝フレーム（１２）と、上記第一の蟻溝フレーム（１２）の斜め
下方に連設した開口部幅狭の第二の蟻溝フレーム（１３）と、上記第一の蟻溝フレーム（
１２）の水平な底部（１２ａ）の背面又は背面近傍に上記第二の蟻溝フレーム（１３）と
は逆方向に延びる樋フレーム（１２ｃ）と、上記第一、第二の蟻溝フレーム（１２）、（
１３）の一方または両方に嵌合する弾性な係止線条（１４）とで構成されているシートの
定着装置において、
　上記第一の蟻溝フレーム（１２）の側壁（１２ｂ）と上記第二の蟻溝フレーム（１３）
の側壁（１３ｂ）との間に長手方向に沿って結露回収用の溝（Ｐ）を形成していることを
特徴とするシートの定着装置。
【請求項２】
　上記溝（Ｐ）が上記第一の蟻溝フレーム（１２）の側壁（１２ｂ）と、上記第二の蟻溝
フレーム（１３）の側壁（１３ｂ）とを連結する連結片（１６）と、上記第二の蟻溝フレ
ーム（１３）の側壁（１３ｂ）から起立する壁フレーム（１７）とで画成されている請求
項１に記載のシートの定着装置。
【請求項３】
　第二の蟻溝フレーム（１３の）底部（１３ａ）の背面に上記樋フレーム（１２ｃ）方向
に延びる断面Ｃ字状の第一の引っ掛けフレーム（１８）が設けられ、上記樋フレーム（１
２ｃ）の上面に外方に延びる水平な補助フレーム（１９）が設けられ、さらに上記補助フ
レーム（１９）の外端に湾曲した他の第二の引っ掛けフレーム（２１）が設けられている
請求項１又は２のいずれか一項に記載のシートの定着装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は温室たるビニールハウスのアーチパイプ上に展張した太陽光線の透過用透明シ
ートと、換気用の透明シートまたは防虫用の網を上下二段に定着できる共に透明シートに
結露した水滴を回収するのに適するシートの定着装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、この種ビニールハウスは多数のアーチパイプを地上に起立し、このアーチパイ
プと直交する方向に開口部幅狭の蟻溝フレームからなるシートの定着装置を固定し、この
シートの定着装置に定着した透明な合成樹脂シートをアーチパイプ上に展張し、このシー
トを介して太陽光線をハウス内に透過させている。
【０００３】
　この場合、シートの定着装置として上段の蟻溝フレームと下段の蟻溝フレームとを上下
二段に一体にして設け、上段の蟻溝フレームに透明シートを定着し、下段の蟻溝フレーム
に換気用の開口を開閉する他の換気用透明シートを定着する場合がある。
【０００４】
　しかしながら、上段の蟻溝フレームを介して展張された透明シートの下面には使用中に
結露した水滴が溜り、これがハウス内の土壌に落下して育成中の植物の根腐れ、病気の発
生、生育不良を起こす恐れがある。
【０００５】
　そこで、この不具合を解消する為、例えば、特許文献１に示すようなシートの定着と結
露回収装置が開発されている。
【０００６】
　このシートの定着装置Ａは、図１０に示すように、開口部幅狭の第一の蟻溝フレーム２
と、上記第一の蟻溝フレーム２の斜め下方に連設した開口部幅狭の第二の蟻溝フレーム３
と、上記第一の蟻溝フレーム２の水平な底部２ａの背面又は背面近傍に上記第二の蟻溝フ
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レーム３とは逆方向に延びる樋フレーム２ｃと、上記第一、第二の蟻溝フレーム２、３の
一方または両方に嵌合する弾性な係止線条４４、とで構成されている。
【０００７】
　この場合、一般的には、上側の第一の蟻溝フレーム２には太陽光線を透過させる合成樹
脂製の透明シート５を係止線条４を介して固定し、下側の第二の蟻溝フレーム３には換気
用の透明シート（図示せず）が係止線条４を介して固定される。
【０００８】
　そして、日中に第一の蟻溝フレーム２に定着された透明シート５の下面に結露が発生し
、この結露した水滴６は透明シート５を伝わり、さらに第一の蟻溝フレーム２の側壁２ｂ
の外面から樋フレーム２ｃ上に流下して溜り、この溜まった水６ａは樋フレーム２からこ
の樋フレーム２に接続している他の結露回収装置を介して外部に回収される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
特許文献１（特開２００３－１３４９４４号公報　図1、要約参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に示す従来のシート定着装置Ａでは、特に機能上欠陥がある
わけではないが、次のような不具合の改善が望まれている。
【００１１】
　即ち、昨今、図１０に示す従来のシートの定着装置Ａは公知のようにアーチパイプ１０
上に取付けられて上側の第一の蟻溝フレーム２に透明シート５を定着しているが、その使
用方法の一つの応用例として、下側の第二の蟻溝フレーム３をハウスの換気用開口を覆う
防虫用ネット７の定着に使用し、上側の第一の蟻溝フレーム２を上方の透明シート５に連
なって下方の換気用シート５Ａの定着にも使用する場合がある。
【００１２】
　この場合は、換気用の開口は常時防虫用のネット７で閉じられているのでハウス内に害
虫が侵入するのを防止でき、併せて、防虫ネット７の上側の換気用シート５Ａをパイプ８
に巻き付け又は巻き戻して換気用の開口を開閉し、ハウス内の換気、温度調整を行う。
【００１３】
　ところが、換気用シート５Ａを第一の蟻溝フレーム２に定着する作業時、又は繰り返し
換気用シート５Ａの巻き付け、巻き戻し操作している時に、例えば、擦れて第一の蟻溝フ
レーム２の側壁２ｂ近辺に亀裂が発生する場合がある。
【００１４】
　このように亀裂が発生すると、第一の蟻溝フレーム２内に雨水が溜まるとこの雨水がこ
の亀裂から第一の蟻溝フレーム２の右側側壁２ｂ外周を伝わって第二の蟻溝フレーム３内
に侵入し、さらに、この溜まった雨水が防虫用ネット７からハウス内の土壌に落下し、植
物の育成に悪影響を及ぼす恐れがある。
【００１５】
　そこで、本発明の目的は、透明シートの固定は基より太陽光線の透過用透明シートから
の結露水を回収でき、併せて換気用シートに亀裂が生じて雨水が漏れてもこれを回収して
防虫用ネットからハウス内に落下するのを防止ことも出来るシートの定着装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記の目的を達成する為、本発明の手段は、幅狭の第一の蟻溝フレームと、上記第一の
蟻溝フレームの斜め下方に連設した開口部幅狭の第二の蟻溝フレームと、上記第一の蟻溝
フレームの水平な底部の背面又は背面近傍に上記第二の蟻溝フレームとは逆方向に延びる
樋フレームと、上記第一、第二の蟻溝フレームの一方または両方に嵌合する弾性な係止線
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条とで構成されているシートの定着装置において、上記第一の蟻溝フレームの側壁と上記
第二の蟻溝フレームの側壁との間に長手方向に沿って結露回収用の溝を形成していること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　各請求項の発明によれば、換気用シートが装着時に係止線条が引っ掛かったり、或いは
使用中に擦れたり、又はの他の原因で第一の蟻溝フレームの側壁近辺の部分に亀裂が発生
し、この亀裂から雨水等が漏れても、この漏れた水は溝に溜り、この溝を伝わって外部に
回収できるので、第二の蟻溝フレームに定着している防虫用ネットには伝わらず、その結
果水滴が防虫用ネットからハウス内土壌に落下することがなく、育成している植物に根腐
れ、病気等の悪影響を及ぼさない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施の形態に係るシートの定着装置をビニールハウスのアーチパイプ
に取付けた状態の縦断側面図である。
【図２】同じくシートの定着装置におけるフレーム部の一部切欠き斜視図である。
【図３】同じくシートの定着装置を取付けたビニールハウスの一部切欠き斜視図である。
【図４】図３の一部拡大斜視図である。
【図５】図１に示すシートの定着装置を結露回収装置に取付けた状態の縦断側面図である
。
【図６】図１に示すシートの定着装置を結露回収装置に取付けた状態の拡大斜視図である
。
【図７】図１に示すシートの定着装置の右側をジョイントを介してアーチパイプに取付け
た状態の側面図である。
【図８】同じくシートの定着装置の左側をジョイントを介してアーチパイプに取付けた状
態の側面図である。
【図９】他の実施の形態に係るシートの定着装置におけるフレーム部の一部切欠き斜視図
である。
【図１０】従来のシートの定着装置の縦断側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に本発明の一実施の形態に係るシートの定着装置とこれを取付けたビニールハウス
の結露回収装置を図１～図９を参照しながら説明する。
【００２０】
　本発明のシートの定着装置は、公知のものと同じように、温室たるビニールハウスの骨
組みを構成する多数のアーチパイプに取付けられて当該アーチパイプを覆って展張される
合成樹脂製の透明シートを固定するものであり、特に透明シートを伝わる結露水の回収に
も適用できるものである。
【００２１】
　このシートの定着装置Ａ１は図１に示すように、開口部幅狭の第一の蟻溝フレーム１２
と、第一の蟻溝フレーム１２の斜め下方に連設した開口部幅狭の第二の蟻溝フレーム１３
と、第一の蟻溝フレーム１２の水平な底部１２ａの背面又は背面近傍に第二の蟻溝フレー
ム１３とは逆方向に延びる樋フレーム１２ｃと、第一、第二の蟻溝フレーム１２、１３の
一方または両方に嵌合する弾性な係止線条１４とで構成されているシートの定着装置にお
いて、上記第一の蟻溝フレーム１２の側壁１２ｂと上記第二の蟻溝フレーム１３の側壁１
３ｂとの間に長手方向に沿って結露回収用の溝Ｐが形成されていることを特徴とするもの
である。
【００２２】
　この場合、上記溝Ｐは第一の蟻溝フレーム１２の側壁１２ｂと、第二の蟻溝フレーム１
３の側壁１３ｂとを連結する傾斜した連結片１６と、第二の蟻溝フレーム１３の側壁１３
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ｂから上方に起立する壁フレーム１７とで画成されている。
【００２３】
　この実施の形態では図示のように壁フレーム１７を第二の蟻溝フレーム１３の側壁１３
ｂ外周から起立しているが、この側壁１３ｂの先端外周から第一の蟻溝フレーム１２方向
に向けて起立しても良く、又は上記連結片１６の上面から起立しても良い。
【００２４】
　また、第二の蟻溝フレーム１３の底部１３ａの背面に上記樋フレーム１２ｃ方向に延び
る断面Ｃ字状の第一の引っ掛けフレーム１８が設けられている。
【００２５】
　この引っ掛けフレーム１８は後述するように結露回収装置Ｂの第二抱持部２４内に嵌合
して保持されるものであるが、この引っ掛け片１８の上側空間１８ｂは第一の蟻溝フレー
ム１２内に溜まった雨水がこの第一の蟻溝フレーム１２の端部から漏れた時この雨水を回
収することが出来る。
【００２６】
　更に、上記樋フレーム１２ｃの上面に外方、即ち、上記第一の引っ掛けフレーム１８と
逆方向に水平な補助フレーム１９が設けられ、また、この補助フレーム１９の外端に湾曲
した下向きの他の第二の引っ掛けフレーム２１と上方に起立する壁フレーム２０が設けら
れている。
【００２７】
　上記のシートの定着装置Ａ１は図３に示すように、ビニールハウスＸの屋根面や側面に
シートの定着と結露の回収を兼ねて固定されている。
【００２８】
　ビニールハウスＸは地上に起立する多数のアーチパイプ１０と、このアーチパイプ１０
上に左右のジョイントＣ１、Ｃ２を介して固定したシートの定着装置Ａ１と、シートの定
着装置Ａ１の端部に連結した結露回収装置Ｂと、結露回収装置Ｂに接続され、この結露回
収装置Ｂで回収した結露水を谷部に設けた樋Ｄに導くホースＥとを備えている。
【００２９】
　この場合、シートの定着装置Ａ１は一つでも良く、図示のように結露回収装置Ｂの両側
に一対のシート定着装置Ａ１、Ａ１を長手方向に沿って連続して固定しても良い。
【００３０】
　ジョイントＣ１、Ｃ２は各シートの定着装置Ａ１の右側、左側どちらかを引っ掛けてア
ーチパイプ１０に連結しても良いが、バランス良く安定させて固定させる為、左右交互に
千鳥状に配置している。
【００３１】
　即ち、図３、図７に示すように、一方のジョイントＣ１を第二の蟻溝レーム１３の右側
に配置し、同じく、図３、図８に示すように、他方のジョイントＣ２を第一の蟻溝フレー
ム１２の左側に配置してそれぞれアーチパイプ１０にシートの定着装置Ａ１を連結してい
る。
【００３２】
　更に、ビニールハウスＸは、図３に示すように、当該ビニールハウスＸの側面部に樋Ｄ
の上方に換気用の開口Ｆを形成しており、この開口Ｆを覆う防虫ネット７の上端がシート
の定着装置Ａ１における第二の蟻溝フレーム１３に定着されるとともに、この防虫ネット
７の下端は樋Ｄの端部に設けた蟻溝２２内に係止線条を介して定着されている。
【００３３】
　防虫ネット７の上方に対置された換気用シート５Ａは上端がシートの定着装置Ａ１にお
ける第二の蟻溝フレーム１３内に係止線条１４を介して固定され、下端はパイプ８に巻き
付け又は巻き戻されて上記の開口Ｆを開閉し、ハウス内の換気、温度調整を行っている。
【００３４】
　また、パイプ８に巻き付けられた換気用シート５ＡのロールＲはシートの定着装置Ａ１
と下方のパイプ２４との間に設けた紐２３で抑え込まれて自重で落下しないようにしてい
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る。
【００３５】
　結露回収装置Ｂは特許文献１に示す公知のものと同じであり、これは図４に示すように
、本体２６の外周に形成した外側通路２２、２７と、中間に形成されて外側通路２７に切
欠き２８を介して連通する中央通路２５と、本体２６の中央に二列平行に形成した蟻溝状
の第一抱持部２３および第二抱持部２３とを備えている。
【００３６】
　第一抱持部２３は水平な底部と、この底部の両側に起立する左右の側壁２３ａ、２３ｂ
と、左側の側壁２３ａの上端に形成した断面Ｃ字状の引掛け爪２３ｃとを備えている。
【００３７】
　また、第二抱持部２４は水平な底部と、この底部の両側に設けた左右の側壁２４ａ、２
４ｂを備えている。
【００３８】
　そして、第一抱持部２３内にシートの定着Ａ１の樋フレーム１２ｃを嵌合し、第二抱持
部２４にシートの定着装置Ａ１の第二の蟻溝フレーム１３と第一の引掛けフレーム１８と
を嵌合させている。
【００３９】
　これにより、図４に示すように、透明シート５の背面を流下する結露水が矢印で示すよ
うに、樋フレーム１２ｃを介して中央通路２５に導かれ、また、換気シート５Ａに発生し
た亀裂を介して第一の蟻溝フレーム１２における側壁１２ｂの外周から漏水した水滴が溝
Ｐに溜り、この溝Ｐ内の水も中央通路２５に流出する。そして、中央通路２５に合流した
水が切欠き２８と外部通路２７とホースＥを介して樋Ｄに導かれ、最終的にハウス外部に
放出される。
【００４０】
　結露回収装置Ｂに対するシートの定着装置Ａ１の嵌合状態が図５に示されている。
【００４１】
　即ち、結露回収装置Ｂの本体２６内にシートの定着装置Ａ１を長手方向に沿って嵌合し
た時、第一抱持部２３内に樋フレーム１２ｃが嵌合され、同じく、第二抱持部２４内に第
二の蟻溝フレーム１３と第一の引っ掛けフレーム１８が嵌合する。
【００４２】
　この時、第一抱持部２３の左側に形成されている引っ掛け爪２３ｃが樋フレーム１２ｃ
の端部１２ｄに係合し、同時に第二抱持部２４の右側側壁２４ｂが第二の蟻溝フレーム１
３の右側側壁１３ｂに係合し、これによりシートの定着装置Ａ１全体が上記の引っ掛け爪
２３ｃと側壁２４ｂとで挟持されて固定される。
【００４３】
　この時、第二の引っ掛け片１８の左側側面は第二抱持部２４の左側側壁２４ａに当接し
て弛みなく保持される。
【００４４】
　このように、シートの定着装置Ａ１が結露回収装置Ｂに結合されると、図４に示すよう
に、透明シート５の背面を流下する結露水が矢印で示すように、樋フレーム１２ｃに導か
れ、また、換気シート５Ａに発生した亀裂を介して第一の蟻溝フレーム１２における側壁
１２ｂの外周から漏水した水滴が溝Ｐに溜る。
【００４５】
　即ち、図1、図５に示すように、樋フレーム１２ｃと補助フレーム１９と壁フレーム２
０とで画成された空間に結露水からなる水Ｗ１が溜り、同じく溝Ｐ内にも漏れた水Ｗ２が
溜り、これらの水Ｗ１、Ｗ２はホースＥを介して外部に排出される。
【００４６】
　即ち、図４に示すように、透明シート５の背面を流下する結露水が矢印で示すように、
樋フレーム１２ｃを介して中央通路２５に導かれ、また、換気シート５Ａに発生した亀裂
を介して第一の蟻溝フレーム１２における側壁１２ｂの外周から漏水した水滴が溝Ｐに溜
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り、この溝Ｐ内の水も中央通路２５に流出する。そして、中央通路２５に合流した水が切
欠き２８と外部通路２７とホースＥを介して樋Ｄに導かれ、最終的にハウス外部に放出さ
れる。
【００４７】
　特に、溝Ｐに溜まった水Ｗ２は、第二の蟻溝フレーム１３に定着している防虫用ネット
７には伝わらず、その結果水滴が防虫用ネット７からハウス内土壌に落下することがなく
、育成している植物に根腐れ、病気等の悪影響を及ぼさない。
【００４８】
　上記の実施の形態では、壁フレーム２０の内側に結露水回収用の空間を形成しているが
、この壁フレーム２０は図示のものに比べて長さを短くしても良く、又は無くても使用可
能である。
【００４９】
　次に、シートの定着装置Ａ１を左右のジョイントＣ１、Ｃ２を介してアーチパイプ１０
に固定する状態を図７、図８に基づいて説明する。
【００５０】
　各ジョイントＣ１、Ｃ２はアーチパイプ１０跨ぐ二股状、言い換えれば断面逆Ｕ字状の
ジョイント本体２９と、本体２９の上部中央に形成されて上方に解放されて開口部３１と
、開口部３１の上端に設けられた相対抗する左右一対の爪３２ａ、３２ｂと、本体２９の
胴部に形成した楔挿入孔３３に着脱自在に挿入した楔３０とを備えている。
【００５１】
　そして、図３ですでに説明したように、一方のジョイントＣ１がシートの定着装置Ａ１
の右側に、同じく、他方のジョイントＣ２が左側に配置されて、各ジョイントＣ１、Ｃ２
でシートの定着装置を千鳥状に固定している。
【００５２】
　この場合、図７に示すように、右側のジョイントＣ１では左側の爪３２Ａを第一の引っ
掛け片１８の外側面１８Ａに引っ掛け、右側の爪３２Ｂを第二の蟻溝フレーム１３の側壁
１３ｂの外面に引っ掛け、次いで、楔挿入孔３３内に楔３０を打ち込む。
【００５３】
　これにより、第一引っ掛け片１８と第二の蟻溝フレーム１３とアーチパイプ１０とが重
ねられた状態で一対の爪３２Ａ、３２Ｂと楔３０とで強固に挟持され、シートの定着装置
Ａ１の右側全体がジョイントＣ１を介してアーチパイプ１０の上部に連結される。
【００５４】
　同様に、左側のジョイントＣ２は図８に示すように、左側の爪３２Ａを第二の引っ掛け
片２１の外面に引っ掛け、右側の爪３２Ｂを樋フレーム１２ｃの外側面１２ｅに引っ掛け
た状態で、上記と同じように楔３０を打ち込むと第二の引っ掛け片２１と樋フレーム１２
ｃの外側面１２ｅとアーチパイプ１０とが爪３２Ａ、３２Ｂと楔３０とで挟持され、これ
によりシートの定着装置Ａ１の左側全体がアーチパイプ１０上に固定される。
【００５５】
　図９は本発明の他の実施の形態に係るシートの定着装置をＡ２を示す。
【００５６】
　この実施の形態に係るシートの定着装置Ａ２は特許文献1に示すシートの定着装置を改
良したものであり、図１、図２に示すシートの定着装置Ａ１と同じく第一の蟻溝フレーム
１２と第二の蟻溝フレーム１３との間に壁フレーム１７Ａを起立してその内側に溝Ｐ１を
形成したものである。
【００５７】
　即ち、このシートの定着装置Ａ２は、開口部幅狭の第一の蟻溝フレーム１２と、第一の
蟻溝フレーム１２に連設した開口部幅狭の第二の蟻溝フレーム１３と、第一の蟻溝フレー
ム１２の水平な底部１２ａの背面又は背面近傍に第二の蟻溝フレーム１３とは逆方向に延
びる樋フレーム１２ｃと、第一、第二の蟻溝フレーム１２、１３の一方または両方に嵌合
する弾性な係止線条１４とを有し、さらに、第一の蟻溝フレーム１２の側壁１２ｂと第二
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の蟻溝フレーム１３の側壁１３ｂとの間に長手方向に沿って結露回収用の溝Ｐ１を形成し
たものでる。
【００５８】
　このシートの定着装置Ａ２をアーチパイプ１０に結合するジョイントや結露回収装置は
シートの定着装置Ａ２の形状に則したものを使用するが、実質的に上記図７と図４に示す
ジョイントと結露回収装置を若干設計変更したものを使用する。
【００５９】
　その他の、構成、作用効果は図１、図２の実施の形態のシートの定着装置Ａ１
と同じである。
【符号の説明】
【００６０】
５　透明シート
５Ａ　換気用シート
７　防虫ネット
１２　第一の蟻溝フレーム
１２ｃ　樋フレーム
１３　第二の蟻溝フレーム
１４　係止線条
１６　連結片
１７　壁フレーム
１８　第一の引っ掛けフレーム
１９　補助フレーム
２１　第二の引っ掛けフレーム
Ａ１　シートの定着装置
Ｂ　結露回収装置
Ｃ１、Ｃ２　ジョイント
Ｐ　溝
Ｗ１、Ｗ２　水
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